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散布液量 使用時期 備考

ネマキック粒剤 全面土壌混和 1 （１） ◎ ○ 20kg/10a 植付前 ２～３か月

ネマトリンエース粒剤全面土壌混和 1 （１） ◎ ○ 20kg/10a 植付前 ２～３か月

バスアミド微粒剤 全面土壌混和 1 （１） ◎ ○ ○ ○ 20～30kg/10a 植付前 ２～３か月

クロールピクリン 土壌くん蒸 1 （１） ◎ ○ ○ ○

クロピク８０ 土壌くん蒸 1 （１） ◎ ○ ○ ○

ドジョウピクリン 土壌くん蒸 1 （１） ◎ ○ ○ ○

ストロビーフロアブル 散布 3 （１） ◎ ◎ ◎ ○ 2000～3000倍 100～300リットル/10a 収穫7日前まで

ダコニール１０００ 散布 6 （１） ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 1000倍 100～300リットル/10a 収穫30日前まで

トレボン乳剤 散布 3 （１） ◎ ◎ ◎ ○ ○ 1000倍 100～300リットル/10a 収穫14日前まで

アタブロン乳剤 散布 3 （１） ◎ ◎ ◎ ○ ○ 2000倍 100～300リットル/10a 収穫7日前まで

コテツフロアブル 散布 2 （１） ◎ ○ ○ 2000倍 100～350リットル/10a 収穫前日まで

ダニサラバフロアブル 散布 2 （１） ◎ △ ○ 1000倍 100～350リットル/10a 収穫前日まで

コロマイト乳剤 散布 ◎ 2 （１） ◎ ◎ ◎ ○ 1000倍 100～500リットル/10a 収穫７日前まで 他との輪番使用
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Ｚボルドー 散布 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ 100～300リットル/10a -

Ｂ
Ｔ
剤
ゼンターリ顆粒水和剤 散布 ◎ ◎ ◎ ○ 　-+ 100～300リットル/10a 収穫前日まで

発生初期に
有効

Ｂ
Ｔ
剤
デルフィン顆粒水和剤 散布 ◎ ◎ ◎ ○ 　-+ 100～300リットル/10a 収穫前日まで

発生初期に
有効

☆Ｚボルドーによる防除について
Ｚボルドーの特性を理解したうえで、年間の防除スケジュールをたてる。その上で、実際に病害虫被害に備えた薬剤と併用していくことで農薬の使用回数を抑えられるという考え方。

お茶の最終防除日(9月15日くらいに決定）から2週間ごと逆算し、Ｚボルドーの散布日を決める⇒1０日前後の効能

雨の降り方を見て、雨が降る前には必ず散布した液が乾くように前倒しする ☆台風時の対応

☆Ｚボルドーの特性 ☆コテツフロアブルについて
・30℃以上の日に使用すると、葉が固くなるなどの薬害が生じる 残留性が強く、お茶に関して言えば（使用していれば）海外輸出は不可

➡朝かけると効果的 県の登録はされているが、上記理由により丁子屋では種薯のための網室のみ許可

・10日前後の効能 (お茶における使用基準）
・雨により流れる 日本５０ppm以下⇒海外１ppm以下

☆ヨトウムシの特徴 ☆むかごへの散布について
満月3日後に孵化する。そのタイミングで殺虫剤 食用むかご：２剤１回

たね用むかご：２剤計３回 ☆ダコニールの特性
☆殺菌剤 銅剤と同様、保護剤なので、治療効果はなく殺菌できない。
新月3日前に散布すると効果的？ 残効性が強く、検出されやすい

商品名 系統名
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殺線虫剤

殺線虫剤

<床土･堆肥>1穴あたり3～5ミリリットル<圃場>1穴あたり2～3ミリリットル くん蒸剤・土壌殺菌剤

<床土･堆肥>1穴あたり3～6ミリリットル<圃場>1穴あたり2～3ミリリットル くん蒸剤・土壌殺菌剤

<床土･堆肥>1穴あたり3～6ミリリットル<圃場>1穴あたり2～3ミリリットル くん蒸剤・土壌殺菌剤

ダニ剤に関してはダニサラバかコロマイト乳剤、
どちらかを緊急時に１回のみ,本圃への使用可

ミルメベクチン

殺
虫
剤

緊急的に通過後、水により塩を流し落としたのちストロビーで対
応する　　　　(回数制限に含まず）

殺線虫剤

銅殺菌剤

殺
菌
剤

ストロビルリン系殺菌剤

その他の合成殺菌剤・天然物由来の殺菌剤

ピレスロイド系殺虫剤

昆虫成長制御剤

その他の合成殺虫剤

その他の合成殺虫剤


